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１．はじめに  

 近年，インフラ構造物において長期耐久性が求められており，腐食は構造物の長期耐久性と経済的な維持管理を

実現するために重要である．鋼橋梁において，自らのさびで腐食速度を低減可能な耐候性鋼材の適用が増加してい

る．しかしながら，腐食環境の厳しい地域では期待通りの防食機能が発揮されない場合があるため，適切な環境評

価 1) を行わなければならない．腐食に関する環境評価指標として飛来塩分量があるが，飛来塩分量は気象条件に左

右され，年によって大きくばらつきがみられるため，観測した結果が建設予定地の長期耐久性の性能を判断する上

での腐食環境を評価する代表値とならない可能性がある．そのため既存の気象データや数値シミュレーション技術

を用いて腐食環境を長期予測する技術開発が求められている． 

そこで本研究では，飛来塩分量の空間分布予測に向けた基礎資料として，島根県内において同じ期間に広域な飛

来塩分調査を実施し，観測された飛来塩分量の飛来特性と著者らが提案する風力エネルギー係数 2) を用いた気象デ

ータとの関係を議論し，気象観測データより，飛来塩分量が推定可能か検討を行う． 

 

２．飛来塩分量の調査概要と風力エネルギー係数 

 調査対象橋梁と近接する気象観測所の概要を図 1 と表 1 に示す．飛来塩分量は，各橋梁の桁下（橋軸に平行）に

捕集ガーゼ（10cm×10cm）を設置し，1 ヶ月毎に測定した．本研究では 2017 年 10 月から 2018 年 9 月の 1 年間の飛

来塩分量の観測結果を示す．著者らが提案する風力エネルギー係数 2) を以下に示す．風力エネルギー係数は，運動

エネルギーの定義を用いて，風速の 3 乗に比例し，空気密度と断面積に比例する係数である． 
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ここで，ρ : 空気密度[kg/m3]（約 1.2kg/m3），V : 時間平均風速[m/s]，C: ガーゼ捕集面にあたる風速の方向成分，T : 

観測時間，A : 単位面積 [1 m2]，D : 1 日である．また，C は次式で与えられ， θは観測時間の最多風向とガーゼ捕

集面との成す角度である． 

 cosC    ( 90   ),  0C    ( 90    )              (2) 

 

表 1 対象橋梁と年平均飛来塩分量の観測結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 対象橋梁と気象観測所の位置 
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対象 
橋梁 

ガーゼ面 
方向 

気象 
観測所 

距離 
平均飛来塩分量［mdd］ 相関係数

R 観測値 予測値 

A W-E 松江 約 3km 0.855 0.902 0.883 

B W-E 斐川 約 3km 0.612 0.608 0.730 

C NW-SE 出雲 約 2km 0.877 0.916 0.920 

D NNE-SSW 川本 約 2km 0.246 0.236 0.525 

E NW-SE 掛合 約 14km 0.279 0.244 -0.048 

F NNW-SSE 横田 約 9km 0.288 0.286 0.900 
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３．飛来塩分の飛来特性とその予測 

３．１ 飛来塩分量の飛来特性 

 各橋梁の年平均飛来塩分量の観測結果と風力エネルギー

係数を用いて予測した予測結果を表 1 に示す．図 2 に橋梁 C

の飛来塩分量観測結果 C[mdd]と近隣の気象観測所の風向・風

速データから求めた風力エネルギー係数 PD[W/day]の月変化

を示す．また，図 3 に相関図を示す．橋梁 A から C の飛来塩

分量の観測結果を見ると，出雲から松江の平野部の飛来塩分

量は，同程度の非常に高い値を示す．橋梁 D と E は，それぞ

れ 1 級河川の江の川と斐伊川の上流部で，平野部に比べ飛来

塩分量は小さくなっている．橋梁 F は，島根県と広島県の県

境に架かる橋で，離岸距離が約 50km であるが，飛来塩分量

は 0.288mddと橋梁Dや Eと同程度の値を示している．また，

図 4に橋梁Fの 4月の観測結果のヘキサダイアグラムを示す．

図 4 より，Na+と Cl-の値が同程度で，他のイオンのバランス

が海水の組成に類似している．他の月のヘキサダイアグラム

も同様な組成をしており，海由来の海塩粒子が中国山地の県

境付近まで来ているものと推察される． 

 

３．２ 飛来塩分量観測結果と風力エネルギー係数の関係 

 図 2 及び図 3 より，近接する気象観測所の風向・風速デー

タを用いた風力エネルギー係数 PD は，飛来塩分量観測値 C

の月変化の傾向をかなりの精度で表現可能であることが分

かる．図 3 に，最小二乗法を用いて，原点を通る予測式を示

す．また，予測式と飛来塩分量観測値の相関関係 R を表 1 に

示す．橋梁 E を除き，対象橋梁と気象観測所結果から飛来塩

分量の推定がかなりの精度で可能であることを確認した．河

川に沿って遡上する飛来塩分量に関しては，対象橋梁と気象

観測所の位置関係でその精度に差が生じるものと思われる． 

 

４．まとめ 

本研究において，同期間に島根県内の広範囲な飛来塩分調査より，海塩粒子の飛来特性を把握することができた．

本調査結果より，離岸距離が約 50 ㎞の島根県と広島県の県境においても海塩粒子が飛来していることが確認された．

また，近接する気象観測所の風向・風速データより，著者らが提案する風力エネルギー係数により，ある程度の精

度で飛来塩分量を予測可能であることが確認された．本調査を今後も継続し，気象の再現解析を用いた数値シミュ

レーションによる飛来塩分量の予測可能性について検討を行いたい． 
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図 2 橋梁 Cの風力エネルギー係数 PD 

 と飛来塩分量観測値 Cの月変化 

図 3 橋梁 Cの風力エネルギー係数 PD 

 と飛来塩分量観測値 Cの相関図 
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図 4 飛来塩分ヘキサダイアグラム 

（橋梁 Fの 4月観測結果） 
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